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第 四 回  運 営 委 員 会 報 告

/9♂ 3年 9月
“
日 (日 )午後 (ア 時 θθ分より、名古屋市の桜華会館にて、第四回運

営委員会を開1特も 出lliは 、鮎沢 (JI′ A)、 石井 (東洋大 )、 小川 (法政大 )、 河井 (

立教大 )、 阪田 (ICU)、 寺田 (情報大 )、 常盤 (独脇大 )、 中本」(国会 )、 藤野 (

情報大 )、 加藤 (名古屋市立図書館 )、 川崎 (相山女学園大 )、 森 (京大 )。

運営委では、 /2月 の大会、雑誌刊行、会則 。規約などについて検議lt/た。セミナー

の報告、雑誌刊行などについては、次国のニユースレターにゆずり、今回は /認 月の大

会について報告する。               .  ′

第二回図書館史0千究会大会日程

日 時  : 昭和よ′年 /2月 ダ日(日 )

場 所  : 大阪市内 (肥後橋 )ラ イ トハウス7F

テーマ : 図書館史と実践

図書館史をiフ1究することが、現代の図書館実践にとってどのような

意義があるのか、講llllに 原則論を論 じていただき、各 レポーターは、

1日 々のθ「究を道じて、その研究の現代的意義を論じていただ く。
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開会あいさつ

講    演  講帥 :藤野幸χt(図書館情報大 )

自 由 発 表 (3名 )

各発表は3θ 分 (総合テーマ :図書館史と実il蛯 )

討    論

総    会

開会あいさつ

懇  親  会 (分散方式 ,自 由参加 )



研究発表申込み要領 (自由発表 θ名 )

方  法 : 別利1に テーマ・要旨等を記入する。

期  限 : 昭和 ξ′年 /θ 月 //日 (必 着 )

申込み先  : 〒 /7/ 東京都豊島区西池袋三丁目

立教大学文学部司書課樫 河 井 弘 志

大会実行委員会の構成

森   耕 一

後 藤 昌 弘 (阪南大図書館 )

竹 島 昭 雄 (神戸市立中央図書館 )

山 中 容 子 (神戸市立中央図書館 )

豊 後 レイコ(大阪AC)

向 井 克 明 (神戸市立図書館 )

佐 藤 毅 彦 (京大大学院 )

り|1崎 良 孝 (事 務 局 )

委 員 長

会  場

会  計

庶  務
(

大会実行委員会連絡先

〒∫′θ 大阪府松原市天美東∫一ダー Jヨ

阪南大学図書館  後 藤 昌 弘

なお、プログラムの詳尉1は 、 //月 上旬発行予定のニユースレターで報告

する。

.          (文 責 :り |1崎 良 孝 )



「

第 二 回 図書館 史 研 究 会大 会 '総 会 の御 案 内

大会実行委員会

時 下益 々御清祥の御事 と存 じますoさ て、第八 回ニユー スレター

ですでにお知 らせ してお りました標記 の研究大会 。総会9プ ログラ

ム等が下記 の通 り決定致 しましたので、お知 らせ申 し上げますO多

数御参集下さいますよう御案内申 し上げます。

時
　
所

日
　
場

昭 和 ∫ ′年 /2月
“

日 (

盲 人情 報文化 セ ン ター

(大 阪市 内  肥 後 橋 )

図 書館史 と実践

図書 館史 を研究 す るこ とが 、現 代 の図 書館 実践 に

と って どの よ うな意義 が あ るのか、講 帥 に原則 論 を

論 じてい ただ きヽ各 報告者 には、個 々の 研究 を通 じ

て、 その研究 の現 代 的意 義 を論 じて い ただ く〇
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受    付

開会あいさつ

講 演 :

報告(1):

休    憩

(集 会室 )

「西欧図書館史の問題点

―一時代区分を中心として~」

藤 野 幸 雄 (図書館情報大学 )

「学校図書館史を形成するも例 (仮零)

塩 見   昇(大阪教育大学 )
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講 演 ・報
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/`:よ θ一 /7
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※参加 費

※申 込

θθ 報僚 1): 「書籍館時代」

後 藤 純 郎 (日 本大学 )

3θ  報告① : 「東京市立図書館における開架制の問題」

清 水 正 三 (元 立教大学 )

よθ 一括討議

告 に つ い て の 司 会 は 、次 の司 会 団 で 担 当 す る。

阪  田  蓉  子  (ICU図 書館 )

天 満  隆 之輔  (元  枚 方市 立 図書館 )

加  藤 三  郎  (名 古屋市 立名 東図書 館 )

よθ 総    会

θθ 閉会あいさつ

墾親会 (分散方式 )

: よ θθ円 (当 日会場 にて )

: 参加 希 望 者 は、 会場 準備 の都 合 が あ りますの で、

/ノ 月 2′ 日 (必 着 )ま で に、別掲 申 し込 み 書 に

記 入 の 上、 大 会実行 委 員 会 まで御 連絡 下 さい。

大会実行委員会連絡先

〒よ′θ 大阪府松 原市天美東 ∫― ダー 33

阪南大学図書館 後  藤 昌 弘



第 二 1酎 図 書 館 史 り1究 会 大 会 発 表「11込 み 用 紙

日 時  : 171矛||よ ′年 /2月 ″日 (日 )/認 :θ θ― /7:θ θ

場 所  : ライ トハウス (大 1阪 ||プ 内 )

け1究発表総合テーマ : 図 lll力1史 と実践

勤 務 先

ア ー マ
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・地下鉄四ツ橋線 肥後橋 北出ロスグ

・京阪電車 淀屋橋駅 徒歩 5分

・地下
'鉄 御堂筋線 淀屋橋徒歩 5分

・ 国鉄大阪駅 徒歩15分

永井記念館 `盲人情報文化センター

(四 ツ橋筋 肥後橋交叉点西南角)

第二 回図書館史研究会研究大会総会  申 し込み書

連 絡 先


